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(1) 中国社合科学院歴史研究所収蔵整理 『徴州千年契約文書 宋･元 ･明編』第一巻 (花山文聾出
版社 1991年),劉和恵 ｢元代微州地契｣(『元史及北方民族史研究集刊』8 1984年5月 28-





































1994-10 64-86頁),隆化嚇博物館 ｢隆化解鵠子洞元代書戒｣(『文物』2004-5 4-25
頁)などがある｡



















軍なが ら紹介 した(8)｡いっぽ うの在民は "十姓九江"を鍍するいきおいであったとい
い(9), じじつ,大元ウルス治下において編集された家譜だけでも,江松毒 『江氏淵源録』
十巻 (明正徳十三年垂修本)(10)をはじめ,注煩 『新安旋城江氏家録』七巻 (泰定刻本)(l),注
(5) さいきん,趨華富は,明刊本 『要源茶院朱氏家譜』に収録される朱文公廟にかかわる ｢批田入
伺契｣と ｢契尾｣を紹介した｡かえりみて,施一校が紹介した大元時代にかかるIlf両建泉州地匿
の土地文書八件も,陳壕の丁姓を名乗るムスリムの家譜から抄出されたものだった｡趨華富




(8)拙稿 ｢程復JL､『四書章囲』出版始末致 - 大元ウルス治下における江南文人の保翠- ｣
(『内陸アジア言語の研究』ⅩⅥ 2001年9月 71-122頁)
(9) 『師山先生遺文』(静藁葺文庫蔵明刻本)巻四 ｢外家法氏遺事｣ 新`安江氏,自越圃公準以六州
蹄唐,其後始蕃以大六邑之聞,翫十姓九江,衣冠相望,代有顕著",『芳谷集』巻下 ｢江解合墓







(ll) さいきん注慶元 ｢『新安旗城江氏家録』初探｣(『文献』2003-4 28-35,47頁)が出た｡
〔221〕 22()











(13)妻尋 『中国古籍文戯拍責囲録』四 (北京囲書館出版社 2003年 1186貢)には,『在民宗譜』
不分巻の ｢新安江民族語序｣の書影が載り,後至元三年刊本とされる｡



































粋』巻-の荘重符 ｢重建越園公廟記｣,末の羅願が編纂 しだ 『新安志』巻- ｢両廟附江王廟考
案｣などに詳 しい記事が載る｡
江華 (586-649),字は園輔,は,骨組以来,陳に仕えた家柄の出で,母は欽西の郡民｡

















































































































東 方 学 報
いの一番に江廟にお参 りしたものだ｡ある日,廟の僧侶慧心がこの 『忠烈紀宴』を持
参 していうことには,｢江華について,正史の 『唐菩』では専博が立て られませんでし
たが,民へはどこされた功徳は,どうして記録がなくてすまされましょう｡末の乾道
年間に郊升卿 qnがはじめて江華の勲功事績をたたえ書を もの しま したo威淳七年
(1271)には,王鷹麟が郡の筆録であった胡立忠に命 じて増緒,刊行 させましたが,元



























































































文書)｡以上が ｢乾集｣に属 し,巻四以降が ｢坤集｣に分けられる｡『北京囲書館古籍善本
書目』,『中国古籍善本書目』などが "乾集一巻"と記述するのは誤 りである｡
｢新安忠烈廟神武囲｣(｢王像文武国費説｣)は,南宋最末期から至元二十年代までに許月
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と名,文中の人名は,巻七上下の ｢所謝文 ･呪文｣,巻八 ｢楽府紀頒｣,巻九 ｢上梁文｣,巻
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右 梼 付 寓 毒 寺｡□ [張]
掛 省 論,各 人 通 知｡
蒙古字讃
梼






右 節 付 僧 張 永 坂｡准 此｡
張永坂住持
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七 ｢詐妄｣"謂撰造異端,頗同塵似者"｡照得 :『吏撃指南』巻二 ｢蓉端｣"謂明述元図者"｡
照詳 :『吏撃指南』巻二 ｢結句｣"謂義明於前,乞加裁決也",『吏文輪舞』巻二 "謂照察而





























至元十三年八月 日 押 押
(46)高橋文治 ｢張留孫の登場前後 - 尊給文書から見たモンゴル時代の道教- ｣(『東洋史研
究』56-1 1997年 67-TO頁)
〔237〕 204








ジャルリク マンジ うち たちいるところの フソヤウル
聖 旨の節該には 『智子の田地の裏,和尚毎が有 的田土の亡宋の根脚は,富戸,秀才,





































































































観 1997年11月 62-76頁),劉建撃 ｢河北蔚願玉泉寺至元十七年聖旨碑考略｣(『考古』
1988-4)参.昭｡











































































エ ル ケ ウ/
秦教等也里可温,馬里失里門,阿必恩古八 属里恰赤牙'とあるのも注目される｡








以上は,クビライか らすれば,あ くまでチベット係数による大元 ウルスの護国事業には
かならなかった (西太乙宮,理宗の潜邸であった龍和宮などの備寺への改宗 も,あるいは
















































このものたち うち か れらの うち しゅくはくする な と
節該として,"這的毎の寺院の裏に,他毎底房会の裏に,使臣は休安下者｡鋪馬 ･砥鷹は休
る な あたえる な だれ で あっても な ちから に たよ る な なん で あっても かれ ら の ひき
会者｡視程は休興者｡不凍是誰,罷例に没いことは,休債気力者o不凍甚磨-他毎底 休



















































































































































至元二十九年の内,欽奉せる聖旨の節該に :【(宣政院の奏に :) ｢行宣政院の官の奏
マン ソ うち るおよ うち る フジャウル
に:『響子の田地の裏に有的但そ寺院の裏に属す的田地,水土,□口の,亡宋の根 脚
たち て もの ノヤンたち
で,先生,秀才,富戸毎が隠し□ [着]いた的が□ [有る?]｡宮人毎が分口 [付]し




いまそのよう こと ら だれであっても あらそうな といって このよう た
付興 し□□口｡如今那般な 的 で あるな吋,不凍 是 誰,休学者｣道東,這般に宣諭 し了
ら う こわくないだろう か
のだか吋,雫的人は不 伯 那】此 ヲ欽シメ(臓｡
俺普は,かつて父が奏上 して得た至元二十三年の聖旨 - すなわち張逢魁が悪用 した




































































































































































































































































コ ル チ ダ
定元年十月十九日,二十五日のケシク,中書省のメンバーを復元するならば,火見赤 :答
シュマン シュ ク ル チ - サンホージャ ハ-y ジ ホ-ジャ 7 JL, ス ラ/チュ ウル ル クテ ム ル バ ヤ ウ タイ ケ レ ゲイ ス
失蟹,速古見赤 :阿散火者,喰只火者,阿見思蘭出,月魯帖木見,伯要冗夕,怯烈該,鎮
トゥ バ ウルチ ウル ヌ ク ハ サン ト グル ク フ メ ケイ ダウラトシヤー トウメン デ ル ウ バイ
禿,賓見赤:71:奴忽,阿散,禿忽魯/旭遇傑右丞相,倒刺沙左丞相,禿満迭見辛章,冗伯
ドゥッラー ナイ マ ダイ ポ ピ ドド
都 刺平茸,張 [珪]卒章,乃馬夕卒章,善僧右丞,蘭皮左丞,菜菜参政,楊 [庭玉]参政,
チャン ギ テ ム ル ト イ ナ ダ ラ カイ マ ル トクト マングタイ
孝 吉帖木見簡書,腕亦納参議,塔刺海参議,馬鹿郎中,李家奴郎中,腕脱員外都,忙7tタ



















































































サルパン ケ ゾ ク
中書省の酋文に:｢泰定二年四月二十三日,撒見轡怯醇の第三日,
うち い とき コルチ タンュマン ソユクルチ アルスランチュ
慈仁殿の後ろの鹿頂殿の裏に有る時分に,火見赤の答失蟹,速古見赤の阿見思蘭出,
バ ウル チ - サン トT)グル ク サン ガ ン リ パア リ ダイ た ダウラトシヤー
賓見赤の阿撒,禿忽魯,殿中の桑寄失望,給事中の八里夕等が有っ乗｡倒刺沙左丞
ポ ピ ダ ラ カイ トク ト マン グ タイ
相,頑皮右丞,楊参政,搭刺海参議,岳賓花郎中,脱腕員外郎,忙冗夕都事,直省




ノ ヤンたち おのおのかれ ら て われら
駅西等持運使司の官人毎は,各 他毎の所轄の路･府 ･州 ･解の文書を備し着,俺
の ところに も かれ ら の うち
根 底 文書を輿え滞って来た｡『他毎の所轄的地面の裏の洞庭廟 [紳],蒙山神,磨
の
池の土神,彰姦 [湖]の龍王,注王神,唐悪廟の神,鳳州の土神の名字的神祇は官
こ と うち ひ じょう かれ ら に
民の勾富の裏に於いて,済限に護佑霊験が有るので有る｡他毎根底名東を封ぜられ
といって も た た め ノヤンたち し
よ』磨道,文書を輿え滞って乗的上頭,穫部,太常穫儀院の宮人毎を教て定擬させ
ところかれら て まさ もの もの
た吋,他毎は典故に依っ着,合に加封すべき的は加封し,合に改封すべき的は改封
もの おのおのペっ た われら そうだん た
し,合に籾封すべき的は籾封し,各 妄引こ明白に定擬し了ので有る｡俺は商量し乗o
こと い ま すく い
『世租皇帝以来,名坂を封ずる的は曾て題せず｡如今民を番うのに重験が有ると説うので








































































































































































































































過"｡先幾之知 :『周易註疏』巻一二 ｢繋鮮下｣"子日 ｢知幾其紳平,君子上交不請,下交不
痩,其知幾乎｣｡"孔穎達疏 :"知幾之人,既知其始,又知其末,是合於神道｡故馬高夫所
晴望也｡常夫撃大略而言.若知幾合神,則薦天下之主,何直只云高夫而己.此 ｢知規其紳
乎｣者也"｡箕風畢雨 :『尚書注疏』巻十一 ｢洪範｣"庶民惟屋,星有好風,星有好雨"孔俸 :
"箕星好風,畢星好雨,亦民所好-･-月経於箕則多風,離於畢則多雨"｡和則本 『事林虞記』









































































































































すべし" と, カイシャンの ｢頑杷南郊詔｣の傑妻とまったく同文が見えており, そのひ
とっ前の儒蓋 もおそらく同文であったことが推測されるからである｡前年九月四日に


















































集』巻十七 ｢暫聖贋佑王廟碑｣,『道家金石略』(陳垣 ･陳智超･曾慶瑛 文物出版社 1988年
775-776頁)｢重修護国西賓王廟記｣
















































限公司編 山西古籍出版社 2000年 37-39頁)
(108)『巴西集』巻下 ｢重建虞恵廟記｣も延繭三年の撰だが,加封には言及しない｡
(109)『元史』巻二九 ｢泰定帝本紀｣ [`泰定元年春正月丙辰],赦封解州堕池紳E層富公"｡
(叫 『元史』巻二九 ｢泰定帝本紀｣ [`泰定元年二月丁丑二七日]加封贋徳路桐山紳張虞君日普済,
寧閲路虞恵王日福砧"｡
(271j 170































































































































































































































































































東 方 学 報
呂淳甫拾田:参角武拾歩牛,水掘廿歩
登盈郷田:樺畝参角童拾集歩
江提領捨田:参畝参角伍拾武歩
阪院主持田:参角武拾伍歩
孝悌郷田塘 :韓畝
江提琴拾田:参畝参角,又塘 :壷角
哀繍郷田塘 :妻拾参畝伍拾韓歩半
荘岩毒拾田:参畝武角韓拾捌歩
飽得朝奉拾田 :武畝伍拾韓歩牛
郡民妙寧拾田 :武角
余儀甫捨田:童畝
眺秀甫拾田:童畝
江縫阻捨田:壷畝式拾歩
周二提領拾田 :武畝童角参拾渠歩
塘 :董角拾伍歩
絶景文拾田 :童畝
寧仁郷田:捌畝童拾韓歩
徐元六進士拾田:参畝参角棒拾韓歩
呉寧之拾田:壷畝武角
江七四評事拾田:参角武拾歩
程道録拾田:妻角童拾歩
張道鏡捨田:童畝武角
【原文】
(I)
皇帝聖旨裏 :徴州路欽願,接概管住民圧密論等連名状告 :｢欽奉
詔書内-款節該 :『路府州願名山大川,聖帝明王,忠臣烈士,凡在和典者,各具事蹟,申
開,次第加封｡廟宇損壊,官薦修葺』｡欽此｡伏観
土面忠烈廟江王,自贋造今七百飴模,索朝追封,八字王欝,徽稀極夫｡蹄附
大元,陰相官軍,別卒盗冠,所薩昭着,官民極之以安0本路委官,要害事蹟,廉訪分司
髄察申聞｡奏奉
聖旨,頒降詞頭
宣命,改封昭悪魔仁武烈震頼王｡紳廟莫居,山嶺風雨,損朽不免｡今居民拾助田地捌
161 〔280〕
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拾飴畝,蔵版租利,修造僅該田税捌貫鈴文｡以江忠烈輪解差税,似薦勿論｡若念土紳
感格,理宜優免｡居民願 ;於衆戸内,包科税糧納官,欣然以答紳麻｡如蒙准告,賓慰
民情｡告乞施行｡得此｣｡行接東南隅里正朱文贋等告:｢照勘 ;忠烈廟宴有諸人捨到田
畝候段,税鑓荘無影射｡保結乞施行｡得此｣｡参詳 ;敬神以安民,乃古今通典,諭考忠
烈廟紳典籍,壬生於障,功著於膚,生有盛徳,穀類威塞,折頑透通,官民得安,今士
庶拾助田地,歳収租利,修茸廟芋,概管居民,自願入於衆戸内,包納税糧,誠不易得,
非難視程,官不失額｡抑且敬神,有慰民望｡依准所告,自至正五年馬始改正,忠烈廟
税糧,於衆戸内,包科納官外,今開田畝候段税糧,合行出給執照者｡
槻該田地山塘 :集拾玖畝武角伍拾陸歩,計税鏡捌貫伍倍集拾集文伍分参置｡
傑段字観,載於碑記｡
明徳郷田 :童拾武畝童角参拾妻歩,税鏡重賞伍伯参拾参文陸産｡
徳政郷田 :童拾玖畝韓拾童歩牛,税鏡重賞捌伯伍拾伍文妻分参置｡
登盈郷田 :辞畝参角壷拾集歩,税鏡韓伯捌拾壷又集分武庫｡
孝悌郷田塘 :韓畝,税鏡伍伯妻拾玖文玖分集塵伍竜｡
哀績郷田塘 :壷拾参畝伍拾韓歩牛,税鏡重賞伍伯津拾武文壷分武産砕重｡
孝女郷田山 :捌畝参角武拾伍歩,税鏡重賞武伯玖拾我文伍置重義｡
呼仁郷田地 :董拾集畝麦角集歩,税鏡童貫参伯韓拾捌文雄分集蓮｡
右執照付忠烈廟住持僧｡准此｡
印 印
忠烈廟税糧
押 押
至正五年七月 日
印
司吏高時中等承｡
〔281〕 160
